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本
県
の
歴
史
的
文
書
の
な
か
に
は
、
官
員
（
職
員
）
の
職

歴
を
ま
と
め
た
履
歴
書
の
綴
り
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
簿
冊
は
、
県
官
員
の
人
物
像
を
探
る
上
で
大
変
有
用
で

す
が
、
構
造
が
複
雑
で
使
い
こ
な
す
の
が
難
し
い
史
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
官
員
履
歴
の
編
製
過

程
と
、
そ
の
構
造
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

履
歴
編
集
の
は
じ
ま
り

明
治
維
新
後
、
政
府
か
ら
府
県
に
対
し
て
、
最
初
に
官
員

履
歴
に
関
わ
る
指
示
が
あ
っ
た
の
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七

一
）
三
月
の
こ
と
で
す
１

。
滋
賀
県
の
前
身
に
あ
た
る
大
津
県

で
も
、
太
政
官
よ
り
判
任
官
（
下
級
官
吏
）
以
下
の
履
歴
を

備
え
置
く
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
奏
任
官

（
高
等
官
）
に
転
じ
た
者
に
つ
い
て
は
、
太
政
官
へ
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
免
職
者
・
在
職
者
に
関
わ
ら
ず
、

人
事
に
関
わ
る
達
書
の
全
文
を
年
月
日
も
含
め
、
左
記
の
雛

形
通
り
に
記
載
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
籍

苗
字
通
称
姓
実
名

年
号
干
支
月
日

一

任
某
官

さ
ら
に
同
年
七
月
に
は
、
凡
例
を
ま
と
め
た
「
判
任
履
歴

表
編
輯
規
則
」
が
、
太
政
官
よ
り
布
達
さ
れ
て
い
ま
す
２

。
廃

藩
置
県
に
と
も
な
い
、
県
と
合
併
さ
れ
た
旧
藩
の
判
任
官
履

歴
を
調
査
す
る
こ
と
や
、
戸
籍
や
苗
字
等
を
改
称
し
た
場
合
、

旧
名
を
朱
書
き
で
付
す
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

判
任
履
歴
表
の
編
製

明
治
五
年
一
月
、
大
津
県
か
ら
改
称
し
た
滋
賀
県
で
は
、

官
員
履
歴
の
編
製
は
、
同
年
五
月
に
簿
書
専
務
（
文
書
係
）

の
事
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
３

。当
時
の
分
掌
表
に
よ
れ

ば
、
滋
賀
県
平
民
の
小
島
岩
雄
（
五
八
歳
）
が
そ
の
任
に
あ

た
っ
た
よ
う
で
す
。

同
年
八
月
に
は
、
従
来
庁
内
に
備
え
置
く
と
さ
れ
た
判
任

官
履
歴
も
、
太
政
官
よ
り
提
出
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
４

。
こ

の
と
き
定
め
ら
れ
た
雛
形
は
、
五
章
に
お
よ
ぶ
詳
細
な
も
の

で
、
以
後
の
履
歴
編
製
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
締

切
は
、
同
年
十
月
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
県
が
提
出
し
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
明
治
八
年
十
月
で
し
た
５

。
履
歴

の
編
製
作
業
に
、
大
変
手
間
取
っ
た
様
子
が
窺
え
ま
す
。

現
存
す
る
官
員
履
歴
の
な
か
で
、
最
も
古
い
も
の
が
こ
の

と
き
提
出
さ
れ
た
「
判
任
履
歴
表
」
で
す
。「
従
い
の
部
至
つ

の
部
」（
い
～
つ
、
履
歴
①
）、「
従
な
の
部
至
あ
の
部
」（
な

～
あ
、
履
歴
②
）、「
従
さ
の
部
至
す
の
部
」（
さ
～
す
、
履
歴

③
）
の
三
分
冊
が
あ
り
、
明
治
八
年
八
月
ま
で
に
出
仕
し
た

判
任
官
の
履
歴
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
簿
冊
の
巻
頭
に

は
、
明
治
五
年
八
月
の
雛
形
に
基
づ
き
、
左
記
の
よ
う
に
、

苗
字
一
文
字
が
い
ろ
は
順
に
並
ん
だ
目
次
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

イ
之
部

伊
稲
今
石
一
池
井
生
市
岩

ハ
之
部

坂
萩

ニ
之
部

西
丹
（
…
）

そ
の
後
、
新
た
に
出
仕
し
た
判
任
官
（
さ
ら
に
下
級
の
等

外
吏
か
ら
の
昇
進
を
含
む
）
の
履
歴
は
、
随
時
内
務
省
に
「
別

冊
」
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
６

。
そ
の
別
冊
が
一
冊
に
ま
と

め
ら
れ
た
簿
冊
が
、「
滋
賀
県
判
任
官
履
歴
書
」（
履
歴
④
）

で
す
。
さ
ら
に
そ
の
追
録
は
「
判
任
履
歴
編
冊
」（
履
歴
⑤
）、

「
判
任
履
歴
」（
履
歴
⑥
）
と
順
次
作
成
さ
れ
、
明
治
八
年
八

月
か
ら
十
八
年
一
月
ま
で
に
出
仕
し
た
判
任
官
の
履
歴
は
、

こ
れ
ら
の
三
冊
か
ら
た
ど
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

恩
給
関
連
履
歴

さ
ら
に
、
本
県
所
蔵
文
書
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介

し
て
き
た
六
冊
と
は
別
に
、
同
一
人
物
が
掲
載
さ
れ
た
「
判

任
官
履
歴
」
三
冊
（
履
歴
⑦
～
⑨
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
明
治
十
七
年
一
月
公
布
の
官
吏
恩
給
令
を
受
け
、
翌
十

八
年
二
月
、
恩
給
局
よ
り
編
製
が
指
示
さ
れ
た
も
の
で
す
７

。 「判任履歴 従いの部至つの部」【明え156合本4】
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官
員
の
恩
給
支
給
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
同
年
五
月
、

県
か
ら
同
局
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
独
自
に
定
め
ら
れ
た
雛
形
は
あ
り
つ
つ
も
、
基

本
的
に
履
歴
①
～
⑥
を
書
き
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
同
年

一
月
一
日
現
在
の
判
任
官
（
郡
区
の
書
記
含
む
）
の
履
歴
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
名
目
次
は
な
い
も
の
の
、
当
時
在
職

し
た
全
て
の
判
任
官
が
い
ろ
は
順
に
並
ん
で
い
る
た
め
、
検

索
に
は
大
変
便
利
な
履
歴
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
判
任
官
履
歴
以
外
に
は
、「
滋
賀
県
奏
任
官
奉
職

履
歴
書
」（
履
歴
⑩
）
や
、「
等
外
吏
履
歴
編
冊
」（
履
歴
⑪
）

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
明
治
五
年
の
滋
賀
県
改
称
時
か

ら
、
明
治
十
九
年
の
地
方
官
官
制
公
布
時
ま
で
に
在
任
し
た

官
員
（
奏
任
官
・
等
外
吏
）
の
履
歴
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

判
任
官
履
歴
と
併
せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
県
官
員

の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

退
職
者
履
歴
書

明
治
十
九
年
七
月
、
地
方
官
官
制
の
公
布
に
と
も
な
う
、

地
方
制
度
改
革
以
後
は
、
在
職
者
の
官
員
履
歴
の
代
わ
り
に
、

「
退
職
者
履
歴
」（
履
歴
⑫
～
⑱
）
が
編
製
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
履
歴
に
は
、
判
任
官
・
奏
任
官
の
区
別

は
あ
り
ま
せ
ん
。

退
職
年
順
に
編
製
さ
れ
て
い
る
た
め
、
退
職
年
が
判
明
し

て
い
る
場
合
は
、
目
的
の
人
物
に
た
ど
り
つ
き
や
す
い
も
の

の
、
判
任
官
履
歴
な
ど
の
よ
う
に
、
人
名
の
い
ろ
は
順
か
ら

探
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
目
次
は
あ
り
）。
と
は
い
え
、
大

正
四
年
（
一
九
一
五
）
ま
で
は
、
こ
の
履
歴
が
編
製
さ
れ
た

お
か
げ
で
、
県
官
員
の
履
歴
を
比
較
的
容
易
に
た
ど
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、
職
員
台
帳
が
あ
る
も
の
の
、
官

員
一
人
一
人
の
詳
し
い
履
歴
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す

（
恩
給
扶
助
料
請
求
簿
冊
等
に
部
分
的
に
存
在
）。

『
滋
賀
県
史
』
附
録
官
員
履
歴

そ
の
他
、
本
紙
第
四
号
で
紹
介
し
た
『
滋
賀
県
史
』（
府
県

史
料
）
に
も
、
附
録
と
し
て
官
員
履
歴
（
履
歴
⑲
～
㉒
）
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
履
歴
の
特
徴
は
、
大
津
裁
判
所

や
大
津
県
時
代
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
滋
賀
県
設
置
以

前
に
在
任
し
た
官
員
の
履
歴
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
同
じ
人
物
で
も
、
県
史
編
集
の
期
間
（
全
五
編
、
県

所
蔵
は
四
編
ま
で
）
ご
と
に
、
分
割
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、

一
人
の
人
物
の
履
歴
を
一
度
に
確
認
す
る
に
は
、
不
向
き
と

い
う
難
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
時
期
的
に
も
、
県
史
が
編
集

さ
れ
た
明
治
十
七
年
度
ま
で
し
か
、
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
県
所
蔵
の
官
員
履
歴
は
、
編
製
目
的

ご
と
に
記
載
内
容
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
理
解
し

な
け
れ
ば
、
目
的
の
情
報
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
困
難
で
す
。

あ
い
に
く
、
簿
冊
記
号
も
順
番
に
並
ん
で
い
な
い
の
で
、
ぜ

ひ
本
特
集
の
解
説
と
、
本
頁
上
段
の
「
滋
賀
県
所
蔵
官
員
履

歴
一
覧
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
大
月
英
雄
）

１

「
明
治
四
年
太
政
官
布
告
達
編
冊

乾
」【
明
あ
７
（

）】。

73

２

「
明
治
四
年
太
政
官
布
告
達
編
冊

坤
」【
明
あ
８
（

）】。

14

３

「
明
治
五
年
諸
課
各
専
務
及
人
名
へ
達
簿
」【
明
い

（
４
）】。

33

４

「
明
治
五
年
太
政
官
布
告
達
編
冊

坤
」【
明
あ

（

）】。

10

35

５

「
明
治
八
年
官
省
申
牒
文
書
簿
」【
明
う

合
本
１
（

）】。

19

55

６

「
明
治
九
年
官
省
申
牒
録

全
」【
明
う

（

）（

）】。

58

12

29

７

「
履
歴
書
」【
明
え

（

）】。

59

11

簿冊記号 合本 簿冊（合本）名 簿冊記号 合本 簿冊（合本）名

① 明え156 4 判任履歴表 従いの部至つの部 ⑫ 明え149 - 退職者履歴書

② 明え133 - 判任履歴表 従なの部至あの部 ⑬ 明え150 - 退職者履歴書

③ 明え156 3 判任履歴表 従さの部至すの部 ⑭ 明え151 - 退職者履歴書

④ 明え145 - 判任履歴 ⑮ 明え152 - 退職者履歴書

⑤ 明え156 2 判任履歴編冊 ⑯ 明え153 - 退職者履歴書

⑥ 明え158 2 滋賀県判任官履歴書 ⑰ 明え154 - 休職満期転免死亡者履歴書

⑦ 明え44 - 判任官履歴 ⑱ 明え155 - 退職者履歴書

⑧ 明え139 - 判任官履歴書 その二 ⑲ 資114-119 - 滋賀県史 1編54-59

⑨ 明え143 - 判任官履歴書 その三 ⑳ 資188-197 - 滋賀県史 2編67-76

⑩ 明え158 1 滋賀県奏任官奉職履歴書 ㉑ 資233-239 - 滋賀県史 3編36-42

⑪ 明え156 1 等外吏履歴編冊 ㉒ 資277-286 - 滋賀県史 4編36-45

滋賀県所蔵県官員履歴一覧
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私
は
現
在
、
日
本
近
代
史
を
専
門
と
し
て
、
戦
前
の
地
域

社
会
に
お
け
る
神
社
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

戦
前
の
日
本
に
お
い
て
、
神
社
は
制
度
的
・
国
家
的
に
特

殊
な
地
位
に
置
か
れ
た
。
戦
前
の
神
社
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
角
度
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
私

は
、「
社
格
」
と
い
う
、
神
社
に
設
け
ら
れ
た
公
的
な
等
級
に

つ
い
て
、
昇
格
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
注
目
し
て

い
る
。
昇
格
す
る
に
は
、
府
県
を
通
じ
て
内
務
省
に
申
請
し
、

内
務
省
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
滋
賀
県

に
も
、
社
格
の
設
定
か
ら
社
格
制
度
解
体
ま
で
の
時
期
に
お

け
る
昇
格
の
申
請
書
が
ほ
ぼ
す
べ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

県
政
史
料
室
に
は
、
神
社
明
細
帳
や
各
神
社
と
の
や
り
と
り

等
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
は
、
戦
前
の
滋
賀
県

下
に
お
い
て
、
県
に
提
出
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
、
三
〇
〇

件
を
超
え
る
昇
格
の
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

実
際
に
、
御
上
神
社
や
多
賀
大
社
と
い
っ
た
、
現
在
で
も

著
名
な
神
社
な
ど
、
多
く
の
神
社
が
昇
格
を
果
た
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
申
請
書
か
ら
は
、
申
請
側
が
、
歴
史
的
な
資
料
を

用
い
て
神
社
と
地
域
社
会
の
関
係
の
深
さ
を
証
明
す
る
こ
と

で
、
昇
格
の
妥
当
性
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
明

ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
公
の
資
料
と
、
地
域
や
神
社
に
残
さ
れ
た

資
料
と
を
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
戦
前
の
地
域
社
会

に
お
け
る
神
社
像
を
よ
り
鮮
や
か
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
在
、
全
国
の
自
治
体
が
歴
史
的
文
書
を
公
開

し
て
い
る
が
、
災
害
や
空
襲
に
よ
り
、
戦
前
の
資
料
の
大
部

分
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
自
治
体
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
た
め
、
明
治
か
ら
昭
和
を
通
し
て
自
治
体
の
資
料
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
県
政
史
料
室
は
、
近
代
史
を
研
究
す
る
者
に

と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
環
境
で
あ
る
。

そ
し
て
、
県
政
史
料
室
で
は
、
昨
年
度
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

shiga_archives

）
を
開
設
し
て
い
る
。

史
料
室
の
み
な
ら
ず
、
県
や
公
文
書
に
関
す
る
情
報
が
共
有

さ
れ
て
お
り
、
一
利
用
者
と
し
て
、
今
後
も
様
々
な
情
報
が

発
信
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
と
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、

土
・
日
曜
日
の
開
室
や
、
現
在
、
史
料
室
内
の
パ
ソ
コ
ン
で

の
み
可
能
な
資
料
の
一
括
検
索
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
可
能

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
方
々
に
よ
り
活
発
に
利
用
さ

れ
、
資
料
の
活
用
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

こ
の
度
、
当
室
初
の
試
み
と
し
て
、
令
和
元
年
六
月
十
九

日
に
展
示
関
連
講
座
「
滋
賀
県
行
幸
啓
史
」
を
開
催
し
ま
し

た
。当

室
で
は
、
こ
れ
ま
で
昼
休
み
の
時
間
を
利
用
し
て
県
庁

職
員
向
け
に
歴
史
的
文
書
の
解
読
講
座
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
が
、
県
民
の
方
か
ら
の
ご
要
望
も
あ
り
、
さ
ら
に
内
容
を

充
実
さ
せ
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

初
回
は
、
同
年
五
月
七
日
か
ら
七
月
二
十
五
日
ま
で
の
展

示
「
皇
室
と
滋
賀
県
」
に
併
せ
て
開
催
し
、
二
〇
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
展
示
史
料
の
中
か

ら
六
点
ほ
ど
選
び
、
そ
の
史
料
の
背
景
や
関
連
文
書
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
昔
の
電
報
な
ど
の
歴
史
的
文
書
を
一
緒
に

解
読
し
、公
文
書
の
読
み
方
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。講座の様子

神社昇格に関する歴史的文書

【明す276】【大す80】
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平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
二
十
六
日
、
第
一
六

代
滋
賀
県
知
事
を
務
め
た
堀
田
義
次
郎
ゆ
か
り
の
史
料
五
二

点
を
、
親
族
の
堀
田
清
子
様
・
綾
様
よ
り
本
県
に
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
に
開
室
し
て
以
来
、
当
室
が

私
文
書
の
寄
贈
を
受
け
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
本
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

寄
贈
史
料
の
中
心
を
占
め
る
の
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九

二
二
）
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
王
太
子
エ
ド
ワ
ー
ド
（
エ
ド
ワ
ー

ド
八
世
、
史
料
①
）
が
来
県
し
た
際
の
書
簡
や
写
真
、
記
念

品
な
ど
で
す
。
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ウ
ォ
リ
ス
・

シ
ン
プ
ソ
ン
と
結
婚
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
最
短
の

在
位
三
二
五
日
間
で
退
位
を
決
断
し
た
と
い
う
「
王
冠
を
賭

け
た
恋
」
の
逸
話
で
広
く
知
ら
れ
た
人
物
で
す
。
ま
だ
ウ
ォ

リ
ス
と
交
際
す
る
以
前
の
青
年
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
裕
仁
親
王

（
昭
和
天
皇
）
訪
英
の
返
礼
と
し
て
訪
日
し
、
琵
琶
湖
遊
覧

の
際
に
堀
田
知
事
の
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
四
月
十
二
日
、
エ
ド
ワ
ー
ド
は
横
浜
港
に
到

着
し
、
東
京
や
日
光
、
川
口
湖
な
ど
を
巡
っ
た
後
、
二
十
七

日
に
京
都
に
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
を
訪
れ
た
の
は
、

そ
の
翌
日
の
二
十
八
日
朝
の
こ
と
で
す
。
午
前
十
時
五
十
分
、

大
津
港
の
桟
橋
際
に
、
宮
内
省
の
自
動
車
で
到
着
し
た
エ
ド

ワ
ー
ド
は
、
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
、
御
召
船
（
み
ど

り
丸
）
に
乗
船
し
ま
す
。
船
上
で
は
、
堀
田
知
事
が
奉
迎
文

を
読
み
上
げ
、
湖
国
の
景
勝
地
を
描
い
た
画
帳
と
そ
の
解
説

書
が
献
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
画
帳
は
、
堀
田
知
事
の
依
頼

に
よ
り
、
滋
賀
郡
中
庄
村
（
現
大
津
市
）
出
身
の
画
家
・
山

元
春
挙
と
、
そ
の
門
人
の
山
元
春
汀
、
柴
田
晩
葉
、
疋
田
春

湖
の
手
で
、
特
別
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

本
紙
表
紙
は
、
そ
の
際
に
下
賜
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
、
エ

ド
ワ
ー
ド
直
筆
の
富
士
山
の
絵
で
す
。
堀
田
の
奉
迎
文
に
は
、

「
彼
ノ
富
岳
ト
秀
勝
ヲ
対
称
ス
ル
琵
琶
湖
」
と
い
う
表
現
が

あ
り
、
琵
琶
湖
を
描
い
た
画
帳
の
返
礼
と
い
う
意
味
合
い
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
金
地
墨
画
で
描
か
れ
、
署
名
と
来
県

し
た
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
一
行
は
、
野
洲
郡
木
ノ
浜
沖
で
エ
リ
漁
を
見
学
し
、

昼
に
は
竹
生
島
に
到
着
。
さ
ら
に
多
景
島
を
巡
り
、
午
後
四

時
に
彦
根
で
上
陸
し
た
後
、
岐
阜
県
の
長
良
川
で
鵜
飼
を
見

物
し
て
い
ま
す
。
京
都
に
は
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
よ
う
で
、

三
十
日
午
後
に
比
叡
山
を
訪
れ
る
た
め
、
再
び
来
県
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
は
奈
良
・
大
阪
・
兵
庫
・
香
川
を
巡
り
、
鹿

児
島
か
ら
帰
国
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

史
料
②
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
訪
問
を
記
念
し
て
県
が
作
成

し
た
写
真
帳
で
す
。
献
上
品
の
画
帳
に
収
め
ら
れ
た
絵
と
解

説
の
写
真
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ド
ワ
ー
ド
帰
国
後

の
大
正
十
一
年
七
月
、
県
会
議
員
や
郡
長
、
新
聞
社
な
ど
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
と
は
い
え
、
本
県
を
代
表
す
る
画
家
・

山
元
春
挙
ら
が
描
い
た
湖
国
の
情
景
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
、
美
術
史
的
に
も
貴
重
な
一
冊
と
い
え
ま
す
。

そ
の
他
、
寄
贈
文
書
の
な
か
に
は
、
堀
田
の
肖
像
写
真
や
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
弓
道
関
連
の
書
簡
な
ど
、
堀
田
の
人
物

像
を
う
か
が
え
る
貴
重
な
史
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
当
室
で
実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
大
月
英
雄
）

②「英国皇太子殿下行啓紀念帖」（堀田義次郎関係文書51） ①「エドワードの肖像写真」（堀田義次郎関係文書4）
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令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
一
日
、
新
天
皇
が
即
位
し
、

同
年
十
月
二
十
二
日
に
は
即
位
の
礼
が
、
十
一
月
十
四
日
か

ら
十
五
日
に
か
け
て
は
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
一

連
の
儀
式
を
ま
と
め
て
大
礼
と
い
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

大
礼
の
中
で
も
、
神
に
即
位
を
報
告
す
る
儀
式
、
大
嘗
祭
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
嘗
祭
と
は

大
嘗
祭
と
は
、
天
皇
の
即
位
式
に
続
い
て
行
わ
れ
る
も
の

で
、
大
嘗
宮
に
お
い
て
調
理
さ
れ
た
神
饌
を
祖
先
神
の
天
照

大
神
や
八
百
万
の
神
々
に
供
え
、
神
々
と
と
も
に
天
皇
自
身

も
供
食
を
し
、
即
位
の
報
告
を
す
る
儀
式
で
す
。
神
饌
に
は
、

酒
や
米
、
粟
な
ど
が
用
意
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
嘗
祭
に
神
饌
と
し
て
供
え
る
米
を
作
る
田
を
悠

紀
・
主
基
斎
田
と
い
い
、
悠
紀
斎
田
は
夜
の
祭
り
、
主
基
斎

田
は
翌
朝
の
祭
り
に
供
え
る
米
を
作
り
ま
す
。
儀
式
の
た
め

に
は
、
新
穀
の
精
米
三
石
、
玄
米
五
升
が
両
斎
田
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
奉
納
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
【
昭
た

（

）】。

452

5

滋
賀
県
（
近
江
国
）
は
、
こ
の
斎
田
と
た
い
へ
ん
縁
の
あ

る
県
で
、
実
に
四
〇
回
以
上
悠
紀
地
方
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
来
は
亀
ト
（
亀
の
甲
羅
を
用
い
た
卜
い
）
に
よ

り
決
定
す
る
は
ず
の
悠
紀
地
方
が
、
九
世
紀
頃
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
、
ず
っ
と
近
江
国
に
固
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
近
江
国
固
定
の
慣
習
も
明
治
以
降
な
く

な
り
、
再
び
亀
ト
に
よ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

亀
ト
に
よ
り
悠
紀
・
主
基
地
方
（
都
道
府
県
）
を
決
定
し
、

そ
の
地
方
の
知
事
が
、
管
内
か
ら
一
箇
所
ず
つ
斎
田
を
決
定

す
る
の
で
す
。
そ
の
際
、
明
治
期
の
悠
紀
・
主
基
地
方
は
伊

勢
神
宮
か
ら
の
遠
近
で
決
定
し
ま
し
た
が
、
大
正
期
以
降
は

悠
紀
は
東
か
ら
、
主
基
は
西
か
ら
と
い
う
古
く
か
ら
の
慣
習

が
復
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、
近
代
以
降
の
斎

田
は
、
明
治
は
山
梨
県
・
花
房
県
（
現
・
千
葉
県
）(

悠
紀
・

主
基
の
順
、
以
下
同
）、
大
正
は
愛
知
県
・
香
川
県
、
昭
和
は

滋
賀
県
・
福
岡
県
、
平
成
は
秋
田
県
・
大
分
県
、
そ
し
て
令

和
は
栃
木
県
と
京
都
府
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
三
年
の
悠
紀
地
方
に
は
滋
賀
県
が
選

ば
れ
た
の
で
す
が
、
東
か
ら
選
ば
れ
る
は
ず
の
悠
紀
地
方
と

し
て
、
な
ぜ
西
日
本
の
滋
賀
県
が
選
ば
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
、
大
嘗
祭
を
行
う
場
所
に
カ
ギ
が
あ
り
ま
す
。

明
治
維
新
後
は
じ
め
て
の
大
嘗
祭
（
明
治
四
年
）
は
、
東
京

で
行
わ
れ
た
も
の
の
、
大
正
・
昭
和
は
江
戸
時
代
同
様
に
京

都
御
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
登
極
令

（
旧
皇
室
典
範
に
よ
る
皇
室
令
第
一
号
、
明
治
四
十
二
年
公

布
、
昭
和
二
十
二
年
廃
止
）
で
も
、
大
嘗
祭
を
行
う
「
京
都

以
東
以
南
ヲ
悠
紀
ノ
地
方
ト
シ
京
都
以
西
以
北
ヲ
主
基
ノ
地

方
」
と
す
る
と
さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
、
令
和

の
大
嘗
祭
の
会
場
は
再
び
東
京
と
な
り
、
東
西
の
基
準
は
、

新
潟
、
長
野
、
静
岡
以
東
が
東
と
さ
れ
ま
す
。
時
代
に
よ
り

大
嘗
祭
を
行
う
場
所
が
変
化
し
、
そ
れ
と
と
も
に
東
西
の
基

準
も
移
り
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。

昭
和
天
皇
の
斎
田
決
定
過
程

昭
和
三
年
二
月
五
日
、
斎
田
点
定
の
儀
が
行
わ
れ
、
亀
ト

に
よ
り
悠
紀
地
方
は
滋
賀
県
、
主
基
地
方
は
福
岡
県
に
決
定

し
ま
し
た
。
当
日
は
日
曜
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
時
の
県
知
事
今
井
正
美
は
、「
我
カ
県
民
無
上
ノ
栄
誉
ニ
シ

大嘗祭神饌の図【大か21合本1】

人物調査書【昭た452（12）】
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テ
、
又
至
大
ノ
責
任
ナ
リ
」
と
し
て
、
即
日
県
下
に
告
諭
を

発
す
る
と
と
も
に
、
即
刻
各
部
長
、
関
係
課
長
、
技
師
を
招

集
し
て
早
く
も
準
備
に
あ
た
り
ま
し
た
【
資

】。
県
が
ま
ず

508

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
悠
紀
斎
田
の

決
定
で
す
。
斎
田
の
条
件
は
、
耕
作
面
積
約
五
反
歩
一
団
地

で
、
西
方
に
斎
場
を
設
け
る
た
め
の
五
畝
歩
の
土
地
が
あ
る

場
所
で
、
風
水
害
の
恐
れ
が
な
く
、
付
近
に
大
秡
用
の
河
川

が
あ
り
、
ま
た
、
灌
漑
排
水
の
便
利
な
場
所
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
農
事
が
進
歩
し
人
情
・
風
俗
・
習
慣
等
の
善

良
な
る
地
方
と
し
、
風
土
病
や
悪
疫
流
行
が
頻
繁
な
地
方
は

避
け
ら
れ
ま
し
た
。

知
事
は
各
郡
の
代
表
者
に
候
補
地
を
推
薦
さ
せ
、
そ
の
結

果
、
四
二
の
候
補
地
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
候
補

地
を
厳
選
し
て
い
き
、
最
終
的
に
野
洲
郡
三
上
村
、
犬
上
郡

多
賀
村
、
甲
賀
郡
石
部
村
、
愛
知
郡
日
枝
村
の
四
つ
に
ま
で

に
絞
ら
れ
て
か
ら
は
、
知
事
自
ら
も
調
査
に
向
か
い
、
各
地

を
視
察
し
て
廻
り
ま
し
た
。
調
査
の
内
容
は
、
所
在
地
町
村

の
状
況
、
気
象
、
水
利
関
係
、
伝
染
病
な
ど
で
、
ま
た
大
田

主
（
斎
田
の
所
有
者
）
候
補
の
人
物
調
査
も
念
入
り
に
行
わ

れ
た
よ
う
で
す
。
人
物
調
査
で
は
家
族
や
友
人
、
隣
人
だ
け

で
な
く
、
銀
行
や
自
転
車
屋
に
ま
で
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

最
終
的
に
は
野
洲
郡
三
上
村
の
粂
川
春
治
の
田
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
粂
川
は
「
酒
く
せ
ナ
シ
」「
性
格
温
厚
」「
家
庭
円

満
」
と
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、
村
民
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
【
昭
た

（

）】。
ま
た
、
彦
根
測
候
所

452

12

の
気
候
に
関
す
る
調
査
で
も
、
東
は
三
上
山
、
西
は
御
上
神

社
の
森
林
及
び
住
家
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
天
然
の
暴
風
の
備

え
と
な
っ
て
、「
県
下
最
モ
暴
風
雨
少
ナ
キ
地
方
」
に
属
す
る

と
さ
れ
ま
し
た
【
昭
た

（

）】。

452

6

昭
和
天
皇
の
大
嘗
祭

こ
う
し
て
選
ば
れ
た
斎
田
で
は
、
ま
ず
、
田
の
区
画
整
理

が
行
わ
れ
、
昭
和
三
年
四
月
十
日
に
祓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
月
十
八
日
に
種
ま
き
を
行
い
苗
を
育
て
る
と
と
も
に
、
田

の
整
地
を
行
い
、
同
年
六
月
一
日
、
御
田
植
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
御
田
植
祭
で
は
、
こ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
豊
穣
を
祈

る
御
田
植
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
月
十
六
日
に
は
抜
穂
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
刈
取
、
乾

燥
、
脱
穀
、
調
整
さ
れ
た
米
は
、
一
粒
一
粒
手
作
業
で
選
別

さ
れ
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
米
は
、
檜
の
白
木
で
作
ら
れ
た
十

二
個
の
辛
櫃
（
お
供
え
物
を
入
れ
て
運
ぶ
箱
）
に
分
け
て
納

め
ら
れ
、
十
月
十
六
日
、
野
洲
駅
か
ら
京
都
駅
ま
で
は
鉄
道

で
、
そ
こ
か
ら
御
所
ま
で
は
、
県
内
の
青
年
八
一
名
が
行
列

を
な
し
て
運
搬
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
県
を
挙
げ
て
斎

田
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
、
同
年
十
一
月
十
四
日
、
無
事
、

大
嘗
祭
が
挙
行
さ
れ
た
の
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
悠
紀
斎
田
で
作
ら
れ
た
米
は
、
努
力
が
実
り

豊
作
で
、
一
〇
石
六
斗
三
升
も
の
収
穫
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
供
納
米
を
除
く
残
り
の
米
は
、
大
田
主
や
関
係
者

へ
交
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、
標
本
用
と
し
て
も
保
存
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
製
菓
用
に
も
米
二
斗
が
あ
て
が
わ
れ
、
県
が

落
雁
を
作
り
関
係
者
に
配
っ
た
よ
う
で
す
【
資

】。

509

斎
田
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
当
事
者
で
あ
る
大

田
主
だ
け
で
な
く
、
県
下
の
人
々
に
と
っ
て
も
名
誉
な
こ
と

で
あ
り
、
大
嘗
祭
へ
の
米
の
供
納
は
多
く
の
人
々
の
協
力
に

よ
っ
て
、
な
し
得
て
き
た
の
で
し
た
。

（
岡
本
和
己
）

斎田での作業工程【資566～568】

⑤搬送の様子

④選粒作業

③刈取の様子

②御田植祭

①区画整理後（上）と柵設置後（下）
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【
講
演
会
】

「「
里
湖
」
と
エ
リ
漁
の
近
代
（
仮
）」

日
時

月

日
（
水
）
午
後

時
半
～

時

11

27

1

3

講
師

佐
野
静
代
氏
（
同
志
社
大
学
教
授
）

会
場

滋
賀
県
庁
新
館

階

大
会
議
室

7

【
企
画
展
示
】

「
外
国
貴
賓
の
お
も
て
な
し

―
英
国
王
太
子
の
琵
琶
湖
遊
覧
―
」

期
間

７
月

日
（
月
）
～

月

日
（
木
）

29

10

24

「
公
文
書
に
見
る
近
代
の
城
郭
」

期
間

月

日
（
月
）
～

月

日
（
木
）

10

28

1

23

「
滋
賀
を
科
学
す
る
―
観
測
の
は
じ
ま
り
―
（
仮
）」

期
間

１
月

日
（
月
）
～

月

日
（
木
）

27

3

26

【
利
用
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
休
室
日
】

土
日
祝
日
、
年
末
年
始

【
閲
覧
方
法
】

◇
来
室
し
て
申
請

①
室
内
の
文
書
目
録
（
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
紙
）
で
閲
覧
し

た
い
文
書
を
探
す
。

②
閲
覧
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
受
付
に
提
出
。

＊
個
人
情
報
の
審
査
が
終
わ
る
ま
で
、
数
日
～
１
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
〔
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
連
絡
〕）。

③
文
書
を
閲
覧
す
る
。

◇
自
宅
か
ら
申
請

①
当
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
歴
史
的
文
書
」
目
録
で
閲
覧

し
た
い
文
書
を
探
す
。

②
閲
覧
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
メ
ー
ル
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
（
審
査
が
終
わ
る
ま
で
連
絡
を
待
つ
）。

③
文
書
を
閲
覧
す
る
。

【
そ
の
他
の
利
用
】

・
文
書
の
撮
影
は
、
持
参
し
た
機
器
で
各
自
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
複
写
物
の
交
付
は
、
職
員
に
御
相
談
く
だ
さ
い
）。

・
企
画
展
示
、
自
治
体
史
・
事
典
等
の
書
籍
は
、
審
査
な
し

で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
文
書
の
掲
載
・
借
用
の
際
に
は
、
別
途
該
当
す
る
申
請
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
か
ら
東
へ
徒
歩
５
分
。

②
京
阪
電
気
鉄
道
島
ノ
関
駅
か
ら
南
南
西
へ
徒
歩
５
分
。

周辺地図
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【
表
紙
解
説
】
英
国
王
太
子
エ
ド
ワ
ー
ド
筆
《
富
士
山
》

エ
ド
ワ
ー
ド
の
署
名
と
と
も
に
、
来
県
し
た
日
付
（
一

九
二
二
年
四
月
二
十
八
日
）
が
記
さ
れ
た
富
士
山
の
絵
で

す
。
船
上
で
堀
田
義
次
郎
知
事
が
奉
迎
文
を
読
み
上
げ
、

湖
国
の
景
勝
地
を
描
い
た
画
帳
を
献
上
し
た
際
に
、
下
賜

さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

奉
迎
文
に
は
「
彼
ノ
富
岳
ト
秀
勝
ヲ
対
称
ス
ル
琵
琶
湖
」

と
い
う
表
現
が
あ
り
、
琵
琶
湖
を
描
い
た
画
帳
の
返
礼
と

い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
少
な
く
と
も
二

枚
以
上
描
か
れ
た
よ
う
で
、
珍
田
接
待
官
と
渡
辺
式
部
官

に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
堀
田
の
所
蔵
分
は
、
い
ず
れ
か
よ

り
譲
ら
れ
た
か
、
三
枚
目
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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